












氏 名     プヨ・バティスト 
学 位 の 種 類      博士（言語学） 
学 位 記 番 号      博 乙 第  ２８４９  号 
学位授与年月日     平成 ２９年 １１月 ３０日 
学位授与の要件     学位規則第４条第２項該当 
審 査 研 究 科      人文社会科学研究科 
学位論文題目     フランス語の名詞複数形に関する意味論研究 
 
主     査     筑波大学 教 授  DL （言語学）  青木 三郎 
副     査     筑波大学 教 授  博士（言語学）  沼田 善子 
副     査     筑波大学 教 授  DL （文学）   増尾 弘美 
副     査     筑波大学 准教授  博士（言語学）  渡邊 淳也 
副     査     上智大学 教 授  博士（言語学）  TUCHAIS Simon 
 
 














を批判する。不定名詞句単数に関しては、例えば、Il y a un ours dans le jardin. （庭に熊（単数形）がいる。）






冠詞はカテゴリーの内包を指示するという立場に立脚し、定名詞句複数形の総称的用法である Les fantômes 












点について考察する。具体的には動詞述語 sentir（匂いがする／匂いを嗅ぐ）を取り上げ、定名詞句単数形 la rose
と定名詞句複数形 les rosesの違いを論じる。la rose（単数形）は、Le mouchoir sent la rose（ハンカチは薔薇の
匂いがする。）のように、香水などの薔薇の特徴的な匂いを示し、必ずしも花としての薔薇の個体性は問題に






表現を補語名詞が無冠詞のもの（例：porter secours（救助する））、不定名詞句のもの（例：poser un lapin（約
束をすっぽかす））、定名詞句のもの（例：perdre le nord（気が動転する））に分類し、無冠詞補語を除き、不
定名詞句補語と定名詞句補語における単数形と複数形の用法を対象とする。不定名詞句補語では、se prendre 
une veste（しくじる）を不定名詞句複数形 des vestes で表すと、同類の出来事の複数の生起を表すことになる。





多い。それらを指摘した上で、単数形と複数形の解釈の違いについて観察し（例：L'avion pénétra dans les sables 

























から統一的に説明したことである。これにより例えば不可算名詞 eau（水）の単数形（tomber dans l'eau（川















 平成 29年 9月 21日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本論文
について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。なお、学力の確認は、著者が「人文社
会科学研究科論文審査等実施細則」第 10条（1）に該当することから免除し、審議の結果、審査委員全員一
致で合格と判定された。 
 
３ 結論 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（言語学）の学位を受けるに十分な資格を有
するものと認める。 
